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日本におけるスリランカ地域研究の主流は号

引き続き経済協力に関連する分野である。日本

がスリランカに対する最大の援助供与国である

ばかりでなく，年々その比軍を閥めている事態

と照応している経済協力に関連する調酉研究

の多くは，政府機関やその委託を受けたコンサ

ルタント企業によって実施されるのて，研究費

の大半は納税者か負担している。しかし，報告

甚の大半は非公開である。公開される場合でも，

東京以外の地方の図書館なとには届かない。首

都に住む限られた人たちたけに享受される調査

研究の成果てある。情報の公開か東京たけでな

く，日本の各地で求められている分野である

近年の特徴として，スリランカでは日本U)経

済協力案件である空港道路建設などをめぐり彎

反対する運動か表面化しつつあるが， H本国内

でも批判的な研究が注目を浴びるようになって

きた。鷲見 [1992] によるサマナラウェワ・ダ

ム建設問題，中村 [1988a]によるセイロン海

運公社への借款I})批判的考察がその例である ,•9

スリランカの開発戦略と構造調整政策について

は，絵所 [199(）］かその問題点を解明してい

る。中村尚司は， 1994年にスリランカ経済学公

年次総会のゲスト・スピーカーとして報告を求

められ，経済開発政策について論評を行なった

（中村 [1994]）。開発が女性の暮らしに及ぼす影

2IO 

響については，谷口 ll98ぶが紅茶工場や陶磁

器製造工場の女性労働者の就業条件や生活実態

を取り上げ，詳細な研究を行なっている。

農業研究の分野は直接的にも間接的にも，経

済協力事業とのつながりがあり，多くの研究が

なされている。菊池慎夫，佐野幸規の共著『ス

リランカの農業 現状と開発の課題』は，そ

u) 代表的な業績である 1 菊池•佐野 [1993] ）。

浜屋 [1992] は『農業技術』にスリランカの植

物資源の歴史を連載している。菊池 [1991]が

まとめた灌漑農業研究，中村 [1988b]がまと

めた農業水利史研究は，方法的な立場は異なる

かともにシンハラ農村調脊に珪づくフィールド

・ワークの成果である＜

経済協力に次いで多くの研究かなされたのは，

文化人類学的な分野である。杉本良男が編集し

た人門書（杉本編 [1987])の執筆者リストは，

その傾向を如実に物語っている。人類学的な研

究のなかでも特筆すべきは，千葉編 [1988] を

中心にスリランカを舞台にして，法人類学とい

う新しい研究分野が切り開かれたことである。

まわりを海に囲まれた島国という｀弔情から，人

粕学的な調在のもうひとつの流れは，田中雅一

[1991]，高桑 [1989]などに代表される漁村，

漁民，港町の研究である。漁民の島々からなる

マルディヴ社会を描いた岡村 [1986] も，この

『アジア経済』 XXXVI6 • 7 0995.6 • 7) 
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流れに加えることができよう

代表的な漁港でもあるコール巾の肖像を描い

た友杉『1990]は，都市研究i))あり方を教えて

くれる作品てある。長年コロンホ巾ーにおけるス

ラムの居住条件を改良する課題に取り組んてい

た穂坂 [1994]しよ，都市問題の巾要な側l祖u)報

告である (9

これとは対照的に，主として内陸部のシンハ

ラ村落調在に粘づき，農付社会における労働慣

行を研究した足立・1989|，村祭り u)芝居を取

りtげた渋谷 r19881曹民間粗法の 部てもあ

る悪魔祓し辺を，，扁した［田 [1990]なども， i、(り付

研究に匹敵すろ優れた成果を l・けている―}ンン

ハラ村洛研究の活況とば夷腹に， 1983年8月以

来内戦か激化し，タミル付落やムスリム付落に

おける実態調ffか困難になって＼ヽるu)はさひし

し¥
し

他Ji，民族問題と t¥う視、9Eから，北部朴1と東

部州における分離独立運動や民朕対訂リ）泥沼化

もii'：目され，多くのスリランカ研究者か， さま

ざまの角度から倫してし久いなかても田中雅

[1994 lは，この問題の全体像を把押する［て，

非常に1恐れた概況てある [lj中リJU-[199:l]は，

住み込んてし＼た漁村社会におしパて少数民放u)タ

ミル人女性か，激化する民族対立のもとてとU)

ような斡らしをしているかを活‘If.して tヽ る こ

の分野ては，従来からこのテーマの動向分析を

行なってきた藤井lじ）さや中付尚n]に加えて｀林

[1994]，院井[1991]なとの論文に見られるよ

うに1fF研究者か登場しており、 1呼米か期待さ

れてし)る

スリランカてはllt界ても玲しく曹海外に送り

出される女性の出稼さ労働者数か男11-U)それよ

りも｝l1:ill的に多し 1, 198(）年代木には11.t,:u)過疎

農付における後継者対策として，シンハラ人化

嫁を集団的に来日させた事業もあるウ肖年海外

協力隊員としての経験をもと 9こ，海外出稼き労

働J)巾'1行をまとめた0)か，内藤：1990：てある 3

そ(})j印こ中付編：1994:は， 日本から進出した

企業側から見たスリランカ国内の労働事梢を紹

介してし iる」

第2次世界大戦後の日本とスリランカとの文

化交流0)歴史を振り返ると， 1950年代にセイロ

ン）、^ ’i/::J)構内て進められた仏教百科事典の編紅

'れ業にIl本の代表的な仏教学研究者が継続的に

参加するなと、仏教U)果たしてきた役割は大き

い こu)弔業に参加した経験U)ある森祖道の什

1i（古、［1984'）は亀スリランカに伝えられた畜

料に駄つく，仏教研究の代表的な成果てある

1980年代からil本の仏教同体が再ひスリランカ

に対する関心を復活させ賣 さまさまの形態て交

流活動か進められてしゾる その流れに沿って，

仏教いボi:}）人I"]内もfllfiされた(伊束］99.3:L 

戦前から仏教を通しての交流を持続的に行な

ってきたりはfl本山妙法寺てあり彎その活動は

サルヴォータヤ土；もの各号に紹介されてし)る

最近は芹術的な交流よりも，民間公益団体とし

てU)rii民的な協力活動U)方か盛んである 仏教

団体以外にも．日本U)各地にスリランカと u)文

流団体か牛まれ、それらの機関紙てあるミニコ

ミwしやニュースレターが1-ilfiされてしヽ る また号

アムネスティ・インターナショナル 1tl本支部や

NCCキリスト教アシア資料センターのように，

スリランカの人権問題を是慮し、その状況を継

続的に機関紙て伝えてし］る団体もある

そリ）ような時代的な背娯を受けてか．スリラ

ンカり）代表的な XG()てあり臀仏教U)坪念をi舌

動U)指針とすろサルヴォーダヤ運動に対する関

2II 
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心か，日本でも高まってきた。運動の指尊者

である A・T・アーリャラトナの著作 (Arlya-

ratne [1985 (1990)］）やその伝晶(Liyanage)985

(1992)］）， 研究書 (Macy[1991 (1993)：)なとu)

翻訳書が刊行されている 0

このようなスリランカ社会や NGOの活動に

対する関心の深まりとともに，スリランカの公

用語であるシンハラ語を学ぼうとする人ひと

も増えた。長年にわたってシンハラ語の紹介

と普及に力を尽くしてきた野11忠司の編纂によ

る『シンハラ語辞典』が刊行されたりは（野[l 

[1992]), 1990年代初頭の快学てある，この辞

万をfがかりにして，日本におけるスリランカ

研究がさらに深まることを期待したいヘ

『シンハラ語辞典』の刊行と対応して，現代

シンハラ文学の旗手である E・サラッチャントラ

の代表的な作品2つ(Sarachchandra[1959 0 99'.-l)、

1971 (1991)］)が，相次いで翻訳され刊行された。

これはトヨタ財団の「隣人をよく知ろうープロ

グラム翻訳出版促進助成によるものてあり，今

後もマーティン・ヴィクラマシンハやアヌラ・

ヴィジャヤラトナ・マニケなどの優れたスリラ

ンカ文学の翻訳出版かf定されているぐ

17世紀にキャンティ王国て20年に及ぶ咽囚生

活を送ったイギリス束イント会社の船員の『セ

イロン島品』も翻諏された (Knox・ 168] (199.t)) " 

農林省熱帯農業研究センターの在外研究員とし

て， 2年間スリランカに滞在したことのある浜

屋悦次の訳業である。シンハラ語てはなしヽか．

占し〗英語てi1tかれた第親妙）史料てあり，テフ

ォーU)rJヽり5t「ロピンソン・クルーソー())冒険J1

の種本としてfi名たか， l」本ては印しまれること

が少なかった，植民地支配以前のシンハラ社会

を知る tて，貫重な文献てある，他り翻ぶとし

212 

ては，研究者と研究対象0)関係について人類学

の方法に再検討を迫る， G・オベーセーカラの

『メト，｝ーサの妻ーーエクスタシーと文化の削

造e』 (Obeyesekere[1981 (1988):)と、スリランカ

の経済地理をまとめた B•L·C ・ジョンソン

ら0) つ南アシアの国土と経済 第4巻 スリラ

ンカ』 (Johnson:Scrivenor ・1981 0 987)］）が今

期のキ要な成果であるこ

日本に留学してきたスリランカ人研究者が，

日本に在留を続け研究成果を発表する事例か増

えていなヒヤダーサ・ラトナーヤカの場合，

スリランカの農村閲発について臀日本の大学へ

提出した博士論文をスリランカの出版社から刊

行してしヽ る /RatnayakeD992l J:今後， このよ

うな形て日本のスリランカ研究か進展すれは，

したし)（こ国境の壁て1人切れなくなるも(})と思わ

れる r，

以」［）ようにスリランカ地域研究の大きな流

れを回顧すると，近い将米における展沼も，日

本政府や国際機関による経済協力に関連する調

牡研究と，広い意味ての民族問題か中心になら

さるをえないようてある,そ(}）-—方で，地域研

究の相いT：は増え，研究も深まりつつある 2 大

学や研究機I具lに属さない若しボ世代か，スリラン

力における長期的な滞{J.:(})（本験を活かし，シン

ハラtt会やタミル社会の研究に取り組む民間学

や民際学の間化か期待てきる。青年海外協）J隊

や NG()団体なとから派逍されて，シンハラ語

やタミル語に習熟するとともに，スリランカ社

会り表血的な観察てはなく民衆i))思考様式を共

{iてきなアカテミー外U)人ひとの倍か/').くな

ってt¥；るから-ぺある 3
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